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２０２３．１１．１１ 第１８２号

（編集委員 山 有里）

１０月２３日（日）、船坂の秋祭りが行われました。とても気

持ちのいい秋晴れの中、元気いっぱいの「わっしょい、わっしょ

い！」の掛け声と共にお神輿が巡行し、活気に溢れていました。

そして隣保ごとに集まり、神主さんよりご祈祷していただきまし

た。ちょうど歩き疲れたなぁという絶妙なタイミングで休憩が入

り、飲み物やおやつ、みかんをいただき、とてもありがたかった

です。

そして、最後を飾るのは、福引き大会！当選者の名前が呼ばれるたびに、歓声が上がり、拍手が起こってい

ました。３位は食用油、２位はみりん、１位はビール。そして、さらに特賞という賞があり、当たった方は大

きなお酒の瓶をもらっていました。おめでとうございました♪

また、山王神社にはたこ焼き、スーパーボールすくい、電撃イ

ライラ棒の出店があり、子どもたちで大にぎわい。特にイライラ

棒には何度も何度も並び、挑戦している子がいて、盛り上がって

いました。

船坂秋祭り

コロナ禍が明けて、赤ちゃんからご年配の方まで、みんなで集まり楽しめる秋祭りが開催出来て、本当に良

かったなあと思いました！

１４時からは、みんなが楽しみにしている餅まきが始まりまし

た。「こっちにちょうだーい！」という声があちこちから聞こえ、

投げる方も大変そうでした！（笑）今年は餅まきが終わってから、

餅が一つも取れなかった方へは餅を手渡しでくれるというやり方

になっていました。みんなに餅が当たるいいやり方ですね♪



１１月の里山学校は、例年落ち葉の季節となり、もみじの赤・銀杏の黄色の絨毯になります。今年のサツマ

イモ堀は大勢の方に参加していただきにぎやかなイベントになりました。

１０月は西宮めぐりが多く皆様にはご迷惑をおかけしていましたが、年内はあと３校になりましたので宜し

くお願いします。

２０２３年１０月５日、船坂新聞創設者のお一人で初代編集長の池田壹和様がご逝去されまし た。

居住者の減少と高齢化、小学校廃校等による船坂存続の危機を、船坂各種団体への外部支援で乗り越えよう

と考えられたのが池田さんでした。行動派の池田さんが、船坂新聞を立ち上げて１００号までの約１０年間、

編集長として獅子奮迅の活躍をされてきたことは船坂の皆さんがご存知の通りです。

ここに謹んで池田さんのご冥福を心よりお祈り申し上げます。 

（船坂里山学校）

池田さんとの出会い、それは２００９年初めでした。

船坂小の閉校に向けた動きや、美しい里山風景に、「ここにアートがあれば…」「船坂をアートで盛り上げた

い」と、「船坂新聞」にメールを送ったのです。編集長の池田さんからすぐにお返事をいただき、予想外のス

ピードで同年秋「西宮船坂ビエンナーレ」プレ展へと進むことになりました。

そして２０１６年まで、事務局長として船坂の地域のみなさま、国内外のアーティスト、大学生を含む地域

内外のボランティア、行政や諸機関など、あらゆる人や事をつなぐ重責を担われました。ビエンナーレに関わ

るみんなの「お父さん」として愛されたあのクシャっとした笑顔は、今も脳裏に焼き付いています。

もっとじっくりとお話したかった…しかしお父さんがみんなと一緒に蒔いた種はいま、確かに芽生え始めてい

ます。それがいつか船坂の日常を彩ることでしょう。

池田さんのご功績に深く敬意を表し、心よりご冥福をお祈り申し上げます。 

【ランチグループからのお知らせ 】

１１月１９日（日）船坂そばランチ

１２月 ３日（日）船坂ランチ

（ 西宮船坂ビエンナーレ２００９～２０１４総合ディレクター・武庫川女子大学教授 藤井 達矢 ）

（船坂新聞一同）

哀悼の言葉

船坂里山学校からのお知らせ

た。「こっちにちょうだーい！」という声があちこちから聞こえ、

投げる方も大変そうでした！（笑）今年は餅まきが終わってから、



（編集長 中西 学）

１０時受付ですが取材準備で早めの９時３０分に到着。学校前の

畑では既に学校スタッフが、参加者がイモ掘りしやすいようにマル

チビニールとイモ蔓の取除き作業を行っていました。お疲れ様でご

ざいます<(_ _)>。

記録的猛暑の呼び声高い２０２３年の９月３０日（土）、船坂里

山学校イベントのサツマイモ収穫体験が実施されました。当日は曇

り気味で畑作業には快適な環境でしたが、それでも気温はまだ３０

度近く…って、本当に今年の暑さは異常でした…(^^;。

予定時刻を少しオーバーしつつサツマイモ掘り体験会が始まりました。大人子ども入り交じった高さデコボ

コの、微笑ましくもなが～～い列がスタッフの誘導で畑にいざなわれていきます。３列の畝に参加者が陣取っ

たあとイモ掘りの説明。そこで「自然の産物ですから出来の悪い（イモが少ない・小さすぎる等）株もあるの

で、その場合はスタッフに声掛けください。株の出来や状況次第ではもう1株収穫していただきます」とのお言

葉が。他所の同種イベントでは申込み株以上の収穫は「絶対不可」もあるので、優しいご対応（もちろん出来

や状況判断から「やはりこれで終了」との判断もあり得ますが）。

収穫のあとはグラウンドに戻って用意されたおイモの試食。小さいお子さんたちがおイモの前に集まっては

「まだよ」と言われて名残惜しそうに去り、でもまた気になって集まってくるさまはとても愛くるしかったです。

試食後、希望者は学校校舎を見学されるなど、思い思いのスタイル

で船坂を楽しんでいただけたご様子。来年の開催が今から待ち遠しい

秋の空でした。

大盛況の2023年サツマイモ収穫体験

試食も他ではあまり見られない体験なので当イベントの一つの売り

になるのかも。

ふと周りを見渡すと、受付３０分前にも関わらず既に多くの参加者の姿がありました。小さいお子さん連れ

の家族が多く、地の人の姿はあまり見かけず、全体の１割程度ぐらいの印象。スタッフに聞くと４３組８４人

もの申込みがあったそうで、学校単発イベントとしてはえらく多かったようです。

皆さん一生懸命掘って掘って掘りまくって、あちこちから歓声があがっています。普通サイズに加えて２５

～３０cm級を４、５個も収穫したところもありました。遅れてこられた方も体験に順次参加できたようで何よ

りです。



卒業おめでとう♪

（編集委員 黒木 富美子）

（古民家族)

（善照学園）

★船坂のサークル活動★

【県民交流広場事業】加工品

【テニス】土・日9:00    【グランドゴルフ】水・金9:30   

善照学園では里親支援専門相談員を配置しており、里親さんからの養育相談や、里親制度の啓発、里親向

けの研修を開催する等、地域で里親さんを応援し、支えられるような取り組みを行っています。

１０月は「里親推進月間」ということで、ＪＲ西宮駅前で里親制度を広めるためのチラシ配りや、里親制

度説明会にも参加しました。また、８月１０日発行の『西宮市政ニュース１６４７号』にも石井市長のコメ

ントと共に里親支援専門相談員の取材もして頂いています。

編集者のつぶやき…

【ヨガ】月10：00 火19:30   【ゴルフ】年3～4 回  

みなさんこんにちは！古民家族です。 

現在活動拠点の古民家は９月に１週間かけて屋根の修繕作業を行い

ました。その結果、茅葺き屋根を覆い被していたトタンを剥がし茅葺

き古民家の全貌が見える形となりました。急勾配の大きな茅葺きの屋

根は普段なかなか目にする事がないため、足場に登って屋根を間近に

見るととても圧倒されたことを鮮明に覚えています。

今年のトタン剥がしの作業が行われた事で、来年のかやぶきウィークではより一層気合いを入れて屋根の

葺き替え作業を行なっていきたいと思います。それに向けて私たちの毎月の活動は竹狩りや茅狩りなどで大

忙し！ みなさま私たちの活動をぜひ見守っていてください！

令和５年１０月１０日。西宮市民体育賞

「くすのき」の表彰式があり表彰状を頂いて

きました。西宮石井市長様より直々に頂き、

元気で長年勤めてこれたからだと思っていま

す。

古民家族 活動中！vol.79☆彡

◆ 学園ほっこり日記（お便り・発信・マンスリー vol.095）◆

長期で子どもを養育する里親だけでなく、週末や長期休暇に子どもを迎え入れたり、ショートステイ里親

として子どもを短期間預かる等、子どもとの繋がり方は色々あります。少しでも多くの方が里親制度を知り、

地域で子どもを育てられる社会となるよう目指しています。


